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Summary 
A gamma camera has been developed to support recovering from the contamination caused by the accident of Fukushima 

Dai-ichi Nuclear Power Plant. The gamma camera consists of a radiation detector, an optical camera, and a laser range finder, 
which enables recognition of the contamination situation by visualizing radioactivity. Laboratory tests confirmed the capability 
of discriminating nuclides (e.g. 137Cs and 134Cs) and the spatial resolution of 0.8 m (FWHM) at a distance of 10 m. Field tests 
under the actually assumed environment revealed that hot-spots can be visualized and the effect of decontamination works can 
be measured by using the gamma camera. 
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10 cm 50 cm 100 cm 
樹木の根元 1.92 0.85 0.58 

ガンマカメラの設置位置 0.36 0.29 0.27 
アスファルト （参考値） 0.21 0.19 0.19 
※
測定場所は Fig. 8 内に示された位置

Fig. 9  ガンマカメラの測定により得られた樹木の根元のイメージ 
(a) 除染前、(b) 除染後

(b)除染後(b)除染後(a)除染前(a)除染前

8m
5.2m

アスファルト樹木の根元

ガンマカメラ
設置位置

Fig. 8  フィールド試験の周辺環境

（5）フィールド試験 

開発したガンマカメラにより、実際の環境でどのようなイ

メージが得られるかを確認するため、ホットスポットの撮像 

試験を実施した。測定対象として、茨城県北部の樹木（ケヤ

キ）を選んだ。周辺の様子を Fig. 8 に示す。また、サーベイ

メータ（日立アロカメディカル製TCS-172）を用いて測定し

た周囲の空間線量率をTable 1 に示す。アスファルトの汚染

は雨によって洗い流されたためか、ガンマカメラ設置位置（芝

生上）に比べて空間線量率はやや低めとなっているが、この

界隈での空間線量率は、通常の生活を送った際に年間 1 mSv
の被ばくになるとされる 0.23 µSv/h に近い値であるとわか

る。また、サーベイメータの測定では、Fig. 8 にて示された

樹木の根元に 2 µSv/h 程度のホットスポットがあることがわ

かるが、放射能の分布を可視化することはできない。 

ガンマカメラによる30分間の測定によって得られたイメー

ジを Fig. 9 (a) に示す。樹木の根元からのガンマ線が有意に

検出されており、放射能が土の領域全面に分布していること

が視覚的に認識できる。これは枝葉に付着した 137Cs および
134Cs が雨によって根元に流され、たまったものが原因であ

ると考えることができる。なお、サーベイメータの測定から

は他の樹木等にはホットスポットは見られず、Fig. 9 (a) は
妥当なイメージであると考えられる。 

また、除染においてガンマカメラが有効に活用できるかを

検証するために、樹木の根元の土を深さ 5 cm だけ除去し、

放射能の軽減を試みた。土壌除去後に再度ガンマカメラで測 

Table 1  サーベイメータで測定した線量率（単位：µSv/h） 

測定場所
※ 地表からの高さ 

― 125 ―

環境放射能除染学会誌　Vol.1, No.2 (2013)

©Journal of the Society for 

Remediation of Radioactive 

Contamination in the Environment



 

Fig.9 (b)
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